










































































































































































ではと、車で寝泊まりしたことを覚えています。野寄公園はテント村となり、私の母校である本山第一一小学校も避難所に っていました。現在、本山第一一小学校には震災資料館としてログハウスが建っています。震災後に群馬県の会社から寄付金信受けて、神戸市内の六校固にログハウスが建てられました。時が経ち老朽化や諸事情で他のログハウスが無くなっていくなか、今も残っているのは本山第二小学校のみで、それを保存するために学校開放運営委員会 中に震災資料館保存委員会が立ち上がり、私はその委員長をさせていただいいます。ログハウスには 震災で亡くなっ 四名の児童の遺影とともに、当時の貴重な そして各地から送られてきた励まし 手紙や寄 書きなどが展示してあります。それら 貴重な資料は劣化し いくため、どう残してい かを保存委員会と学校で連携しなが 考えているところです。普段は一般公開されていませんが、毎年一月の震災メモリアルウィークの時にログハウスが開放され、見学ができる日 あり ので、是非とも足を運んでみてください。
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